
12月議会の

　国民が政府などに、権利の救済、公務員の罷免、法令などの規制や改廃など
について不満や希望を述べる『請願権』が、国民の基本的権利として憲法によ
り保障されています。

　９月議会に請願の審査を致しましたが、料金引き下げ等の項目もあり、町議
会の権限外である恐れがあるため、該当する個所を除き一部採択とし、関係機
関に意見書の提出をしました。

　イラクを戦争前の状態に回復するため、自衛隊派遣を閣議決定しました。
　今回の請願は、戦闘地域へ自衛隊の地上部隊を送り込む派兵と解釈し、本来
の復興回復支援とは、微妙に食い違いがありました。
　痛ましい戦争が起こらないよう願わない人はいません。
　イラク復興支援への協力など、日本が国際社会の中で示す方向を考させられ
ました。

『市川大門町飼い犬等による被害を防止する条例』

　飼い犬等（ねこ）の飼育に必要なことを決め、住民の快適な生活環境の保全
にのために条例化したものです。
　用語の意義からはじまり、町の責任、飼い主の責務、遵守事項、住民の権利
を定め、行政命令や過料を処することができます。
　周知期間があり、４月１日より施行されます。

◆『携帯電話の利便性の向上を求める意見書』の提出を求める請願◆
　携帯電話の番号ポータビリティー（番号持ち運び制度）など、利便性の向上
のため、支援措置を検討するなどの要望を、衆・参議長、総理大臣、財務大臣、
総務大臣に提出するよう、市川大門町議会に請願されたものです。

（山梨県内においてイラクへの自衛隊派遣をめぐり、中止、反対を求める請願が２５市町村議会に提出されました。
市川大門町をはじめ８議会が不採択を決め、１８議会が継続審議(次回３月定例議会まで検討する)としました。
県議会は、派遣中止を求める意見書が議員提出されましたが、否決されています。）

◆『自衛隊のイラク派兵に反対する意見書』の提出を求める請願◆
　自衛隊のイラク派兵はイラク戦争を正当化するもので、人道的な復興支援を
求める声に背を向けている。日本国憲法の理念に反する派兵に反対する意見書
を内閣総理大臣に提出するよう、市川大門町議会に請願されたものです。

『請願の採択』

『条例制定』


